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インフォテリア、c2talk バージョン 1.3 ベータ版を一般公開開始 

～ 新機能追加により企業内でも利用可能なソーシャルカレンダーへ ～ 

 
インフォテリア株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：平野洋一郎）は、ネ

ット上の情報と個人の情報をカレンダーのユーザーインターフェイスで整理するソーシャ

ルカレンダーソフト「c2talk（シー・ツー・トーク）」の次期バージョンであるバージョン
1.3のベータ版（現在開発中のバージョン)を本日から一般公開することを発表します。（Web
サイト http://www.c2talk.net/） 
 
「c2talk」は、カレンダー画面にネット上のさまざまな情報と社内や個人的な情報をマッ
シュアップして活用することができる、ソーシャルカレンダーです。 

 
次期バージョンであるバージョン 1.3では、通信の手段として「POP3/SMTP over HTTP」
機能を追加することにより電子メールプロトコル(SMTP)に特別な制限のある企業からも
安全に「c2talk」を利用することが可能となり、100件を越えるカレンダーが登録されてい
るカレンダーギャラリーとの統合を高めるなど、バージョン 1.2の利用者からの要望に対す
るフィードバックを反映する計画です。 

 
本日より提供を開始する「c2talk」バージョン 1.3ベータ版は、現在開発中のバージョン
であり、動作の安定性は保証されませんが、バージョン 1.3で実装予定の新機能をいち早く
ユーザーの皆様に利用し確認していただくために、提供するものです。インフォテリアで

は、今後、利用者からのフィードバックをできるだけ早く組み込んで提供できる様、今後

も開発の進展に伴って「ベータ版」のアップデートを実施する予定です。 
 
「c2talk」では、これらの公開カレンダーの他に、「c2talk」の特定ユーザー同士でカレ

ンダーを共有することができ、これはサークルや特定のグループなどでの利用が始まって

います。このように、広く公開される公開カレンダー(Webcal)、特定の人と共有する共有カ
レンダー(Colcal)、自分だけでローカルに保持できるカレンダー(Mycal)と複数のタイプのカ
レンダーを同時に保持できる「c2talk」は、今後とも情報過多の時代における個人個人の時
間の有効利用を支援するソーシャルカレンダーとして発展を続けます。 



 

■ インフォテリア株式会社について 
1998 年に国内初の XML 専業ソフトウェア会社として設立されたインフォテリア株式
会社は、ビジネスにおける企業内外の多種多様な「つなぎ」を実現し、コミュニケーシ

ョンを迅速化、可視化するためのソフトウェアを開発・提供しています。 
→ http://www.infoteria.com/ 
 
※Infoteria、インフォテリアおよび c2talkは、インフォテリア株式会社の商標です。 
※本文中の商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 
■本製品に関するお問合せ先 
（記事掲載時の連絡先はこちらで願いします） 

インフォテリア株式会社 
担当：  甲斐 
E-mail： c2talk@infoteria.co.jp 

 
■プレスリリースに関するお問合せ先 
（報道関係各位からのお問合せはこちらにお願いします） 

インフォテリア株式会社 
広報担当： 嶋 
TEL：  03-5718-1297 
E-mail： press@infoteria.co.jp 
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